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～ 本日の内容 ～

2023年度 春季勉強会

１. 整形外科領域の撮像

２. トピックス

 肩関節

 膝関節

 脊椎

 ディープラーニング画像再構成

 MR Bone imaging
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肩専用コイル

肩関節：コイル

フレキシブルコイル

写真：GE Healthcare
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肩関節：ポジショニング

引用：日本磁気共鳴専門技術者認定機構 HP

砂嚢

 肘関節が正面を向く程度の外旋位

 上腕部と胸郭を離す

 呼吸による胸郭の動きを抑制

コイルから胸骨にかけて
おもりを置く

⇒

（中間位）



2023年度 春季勉強会引用：日本磁気共鳴専門技術者認定機構 HP

砂嚢

 前腕部を軽度挙上する

 前腕部の回内外による動きを抑制

⇒前腕部におもりを置く

肩関節：ポジショニング
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肩関節

• 動かないよう指示（静かな呼吸）

• 動きの抑制なし

＜健常ボランティア＞

モーションアーチファクト

T2強調画像
動きを抑制することが

大事
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肩関節
PROPELLER

Cartesian PROPELLER

・高速スピンエコー法による帯状領域(ブレード)の取得
・それを繰り返し時間ごとに回転してk空間を埋めていく

2023年度 春季勉強会

肩関節

Cartesian PROPELLER
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肩峰 烏口突起棘上筋

棘下筋

小円筋

肩峰

肩甲骨

上腕骨

腱板

肩関節：解剖

右肩正面 右肩側面

棘上筋

三角筋
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肩関節：プランニング

① 位置決め画像 ② Axial画像 ③ Coronal画像 ④ Sagittal画像
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肩関節：推奨撮像条件

引用：日本磁気共鳴専門技術者認定機構 HP
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膝専用コイル

膝関節：コイル・ポジショニング

 仰臥位で軽度屈曲(5°～ 10°)

 動かないよう砂嚢などで固定

⇓
前十字靭帯と顆間窩骨が離れ

描出しやすくなる

写真：フィリップスヘルスケア
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膝関節：解剖

①前十字靭帯

②後十字靭帯

③外側側副靭帯

④膝窩筋腱

⑤外側半月板

⑥内側半月板

⑦内側側副靭帯（正面） （側面）

①
②

③

④

⑤

⑦

⑥

①

②

右 膝
参考：超実践マニュアルMRI
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膝関節：解剖

右膝Sagittal

前十字靭帯
(ACL)

後十字靭帯
(PCL)
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膝関節：プランニング

Coronal断面Sagittal断面

15°

A A

参考：超実践マニュアルMRI

右膝Axial
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膝関節：推奨撮像条件

引用：日本磁気共鳴専門技術者認定機構 HP
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膝関節

T1WI PDWI

外側半月板 内側半月板

右膝Coronal

外側半月板 内側半月板
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膝関節

T2  WI*T1WI

右膝Sagittal

軟骨 軟骨
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脊椎：プランニング

Sagittal断面

SAT

頸椎Axial断面 腰椎Axial断面

 脊椎をまっすぐに
 脊髄に平行に

位置設定

 椎体と平行に位置決め
 椎体と椎間板を含める
 椎体前面にプレサチレー

ションパルスを加える

 椎間板を中心に設定
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脊椎：撮像シーケンス

T1強調画像

T2強調画像

T1強調画像

T2強調画像

T2 強調画像

脂肪抑制T2強調画像

Sagittal

Sagittal

Axial

Axial

Axial

Sagittal

必須

（コントラスト） （撮像断面）

頸椎撮像で選択
(flow void現象 )

腫瘍性病変や骨髄疾患

*
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脊椎：flow void現象

血流や脳脊髄液(CSF)のように、流れている組織が画像上で
無信号となる現象

流れの速い頚胸髄領域で起こりやすい

T2WI T2WI FC+ T2 WI*
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脊椎：脂肪抑制

・乳癌からの転移性脊椎腫瘍

T2WI T1WI T2WI(FS)
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脊椎：脂肪抑制

脂肪抑制画像 STIR CHESS DIXON

長所 脂肪抑制の均一性が良い SNRの低下が少ない 脂肪抑制の均一性が良い

短所 SNRが悪い
部位によって脂肪抑制の

均一性が悪い
撮像時間が長い

水・脂肪の分離エラー
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DL Recon. image

k-spaceフィルタを利用せずにraw data全体に対してアルゴリズムを適用し
学習画像として高SNR・高空間分解能画像などを用いる (GE Healthcare)

 画像ノイズ低減  画像鮮鋭度の向上

・高SNR
・高空間分解能

学習画像

Raw data など

ディープラーニング(DL)画像再構成

Original image
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DL画像再構成：時間短縮化

SENSE: 1.5  oversampling: 2.0

2min16s

SENSE: 2.5 oversampling: 1.25

56s

DL(-) DL(+)

FOV, Matrix, TR, TE 等は全て同じ
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DL画像再構成：高分解能化

DL(-) DL(+)

2min16s 2min8s

SENSE: 1.5  oversampling: 2.0
Matrix size: 0.7*1.1

SENSE: 2.0 oversampling: 1.25
Matrix size: 0.6*0.6

FOV, TR, TE 等は全て同じ
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DL画像再構成：高分解能化

2023年度 春季勉強会

MR Bone imaging
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MR Bone imaging：原理

引用：Fast field echo resembling a CT using restricted echo-spacing (FRACTURE): a novel MRI technique with superior bone contrast

3D マルチエコー GRE
(同位相のエコー間隔で収集)

T2*

全てのエコーの画像を合算

合算した画像を
白黒反転させる

FRACTURE
白黒反転
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MR Bone imaging：症例

引用：Fast field echo resembling a CT using restricted echo-spacing (FRACTURE): a novel MRI technique with superior bone contrast

12歳の男性

自転車事故後の膝の痛みを訴え

X線写真では不明確 ⇒ MRI

PDWIで後十字靱帯の剥離が明瞭

3D FRACTURE画像では剥離した骨折片、

後退の程度を正確に測定可能

⇒手術計画有用

PDW PDW(FS)

FRACTURE FRACTURE




